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「Gomez 資産運用会社サイトランキング 2026」の発表について 

～資産運用立国に向けた投資家本位の情報提供を重視し、 
AI 検索最適化の評価を拡充～ 

 
株式会社ブロードバンドセキュリティ（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：森澤 正人、
以下 BBSec）は、「Gomez 資産運用会社サイトランキング 2026」を Gomez のウェブサイ
ト（https://www.gomez.co.jp/）で発表したことをお知らせします。 
 
【概要】 
本ランキングは、投資信託を運用する資産運用会社が運営するウェブサイトをユーザーの
視点から客観的に評価することを目的としています。評価では、サイト全体の使いやすさ
やアクセシビリティ、スマートフォンでの利用体験に加え、個別商品の運用方針、リス
ク・コスト、運用実績などをわかりやすく把握できるかを重視しています。また、多様な
商品群のなかから投資目的に合った投資信託を探し、比較・検討できる検索・絞り込み機
能も重要な評価対象です。 
 
資産運用業界では、新 NISA を背景とした資産形成の広がりとともに、「資産運用立国」の
実現に向けた運用力の強化やプロダクトガバナンスの高度化が進められています。そのな
かで、資産運用会社に求められるのは、投資家が負担するコストに見合った付加価値の提
供や、商品組成後も継続的に運用品質を検証する取り組みです。こうした社会的な期待を
背景に、ウェブサイトを通じて運用哲学や運用体制、商品の特性を具体的に示し、投資家
の理解と主体的な判断を支える情報提供の重要性が高まっています。 
 
さらに、生成 AIを活用した検索による情報収集・比較が広がるなか、資産運用会社が発信
する一次情報を検索エンジンや AI が適切に取得・理解できるようにする AIO（AI 検索最
適化）への対応も重要となっています。商品情報や運用に関する専門的な情報を、ユーザ
ーに分かりやすく、機械にも読み取りやすい形で提供することは、AI を介した情報探索に
おいても、ユーザーが信頼できる情報にアクセスできる環境を支える基盤となります。 



  
 

こうした動向を踏まえ、本年は、従来のユーザビリティや商品情報、信頼性・説明責任に
関する評価に加え、AIO の観点から評価項目を拡充しました。具体的には、テクニカル
SEO への対応やサイトパフォーマンスを重視するとともに、検索エンジンや AI による情
報の取得・理解を支えるサイト構造やコンテンツの整備状況について、評価を強化してい
ます。 
 
本ランキングでは、ユーザーの視点にもとづいて設計された 6 つのカテゴリから構成され
る 234 の調査項目により、当社のアナリストが評価を行いました。 
 
「Gomez 資産運用会社サイトランキング 2026」上位 10 社は、次のとおりです。 

 
※「Gomez 資産運用会社サイトランキング 2026」（2026 年 11 月 12 日発表） 
※11位以下の総合ランキング結果はGomezのウェブサイト（https://www.gomez.co.jp/）
をご覧ください。 
※前回順位は、「Gomez 投信運用会社サイトランキング 2025」（2025 年 11 月 26 日発表）
に基づきます。 
 
【総評】 
資産運用立国の実現に向け、資産運用サービスの高度化と家計の安定的な資産形成を支え
る取り組みが進むなか、資産運用会社には、運用力の向上とともに、その専門性や提供す
る商品の価値を投資家にわかりやすく伝えることが求められています。ウェブサイトにお
いても、運用体制や商品情報の掲載を充実させるだけでなく、ユーザーが必要な情報にア
クセスし、自ら理解・比較して判断できる環境を整えることが重要です。 
 
2026 年に調査対象となった資産運用会社（40 社）では、運用を担う組織や人材に関する
情報発信の充実が見られました。運用体制を図表で詳しく説明する企業は 23 社（57.5％、

順位 得点 会社名 前回順位 
1 位 7.53 野村アセットマネジメント 2 位 
2 位 7.24 三菱 UFJ アセットマネジメント 3 位 
3 位 7.16 アセットマネジメントOne 1 位 
4 位 7.15 ニッセイアセットマネジメント 6 位 
5 位 7.00 大和アセットマネジメント 4 位 
6 位 6.60 三井住友DS アセットマネジメント 5 位 
7 位 6.37 明治安田アセットマネジメント 8 位 
8 位 6.07 東京海上アセットマネジメント 11 位 
8 位 6.07 りそなアセットマネジメント 13 位 

10位 6.03 しんきんアセットマネジメント投信 7 位 



  
 

※以下％はノミネート企業の達成率）と前年の 16社（同39.0％）から増加し、ファンドマ
ネジャーやアナリストを経歴とともに紹介する企業も 10 社（同 24.4％）から 19 社（同
47.5％）へと拡大しています。運用責任者のインタビュー等により個別ファンドの情報を
補完する企業も増加し、運用の考え方や担い手の専門性を具体的に伝える取り組みが広が
っています。 
 
一方で、投資家が商品の価値を見極めるためのコスト情報や、商品間の比較を支援する機
能には、引き続き課題が残ります。信託報酬を HTML で見やすく掲載する企業は前年の 9
社（同 22.0％）から 14 社（同 35.0％）に増加したものの、半数には達していません。総
経費率の掲載やファンドの比較機能の提供も限定的であり、検索結果をコストで並べ替え
られる企業も少数にとどまっています。顧客本位の業務運営やプロダクトガバナンスの実
効性を伝えるうえでも、運用方針や実績に加えて、投資家が負担する費用を把握し、商品
を比較・検討できる情報提供の充実が求められます。 
 
また、サイトの技術的な基盤にも改善が見られました。正常 URL 率が 90％以上となる企
業は微増し、XML サイトマップを設置する企業も 26 社（同 65.0％）に増加しています。
ただし、設置された XML サイトマップにはエラーが多く、定期的な点検や修正には課題
が残ります。情報発信を支える基盤として、サイト構造の整備やURLの適切な管理を継続
することが重要です。 
 
今回の調査では、運用体制や専門人材の開示、サイトの技術的な基盤整備が進む一方、投
資判断を支える情報や機能の充実にはなお改善の余地があることが確認されました。今後
は、開示した情報を投資家が理解し、活用できるよう、内容と使いやすさの両面からウェ
ブサイトの質を高めることが重要です。各社の専門性と商品の価値を具体的に伝え、投資
家の主体的な判断と長期的な信頼関係を支える取り組みが期待されます。 
 
【上位サイトの特徴】 
総合第 1位は、野村アセットマネジメントが獲得しました。 
 
同社のウェブサイトは、運用方針や運用体制を具体的に伝える情報が充実しており、投資
家が資産運用会社としての専門性や信頼性を確認しやすい点が高く評価されました。運用
体制を詳しく説明するとともに、CIO（最高投資責任者）、ファンドマネジャー、アナリス
トの経歴やメッセージを掲載しています。運用を担う人材の経験や考え方を伝えることで、
商品情報だけでは把握しにくい運用体制への理解を支えています。 
 
また、プロダクトガバナンスに関する体制や取り組みに加え、関連するレポートや運用パ
フォーマンス等に関する独自の成果指標（KPI）を掲載しています。こうした情報発信に
対応する企業が限られるなか、運用の品質管理や成果を確認できる情報を提供している点



  
 

が同社の際立った特徴と言えます。さらに、議決権行使結果の個別開示では議案ごとの判
断理由を示し、投資先企業との対話についても具体的な取り組みや対談等を紹介していま
す。方針の提示にとどまらず、実践内容まで伝える姿勢が、資産運用会社としての透明性
と説明責任を支えています。 
 
総合第 2位は、三菱UFJアセットマネジメントとなりました。 
 
同社のウェブサイトは、メニュー構成やデザインに一貫性があり、豊富な情報のなかから
目的のコンテンツを探しやすい点が高く評価されました。トップページには「ファンドを
探す」入口を設け、NISA 対象ファンド一覧にも少ない操作でアクセスできます。また、
グローバルメニューに「シミュレーションツール」を設け、積立や取り崩しなど、資産形
成から資産の活用までを支援する機能を充実させています。目的に応じた試算を手軽に行
える導線を確保し、ユーザーの具体的な運用計画の検討を支えています。 
 
検索では、対応する企業が限られるオートサジェスト機能を搭載し、検索語の入力を補助
しています。検索結果には件数や各ページの概要を表示するとともに、並べ替えや絞り込
みにも対応しており、求める情報を効率的に選べる設計です。情報を探す際の操作を支援
する機能と、資産運用を具体的に検討するためのツールを備えている点が特徴です。 
 
総合第 3位は、アセットマネジメントOneとなりました。 
 
同社のウェブサイトは、表示速度やURL管理など、情報提供を支える技術的な基盤に強み
が見られました。PC とスマートフォンの双方で表示速度に関する評価項目を達成し、快
適で安定した閲覧を支えています。 
また、読みやすい文字サイズやリンクの識別しやすさに配慮し、画像等への代替テキスト
も設定しています。技術面に加え、デザインとアクセシビリティの面でも、情報の読み取
りやすさを支える工夫が見られます。 
 
【調査概要】 

調査期間 
 2026年 10月 1 日～2026年 10月 30 日まで 
 ランキング結果は、調査期間内における各サイトに基づく 

調査対象 

 株式投信の純資産総額が 4,000 億円以上の資産運用会社が運営するウェ
ブサイト（一般社団法人資産運用業協会が公表する 2026 年 8 月末時点
データに基づく、ただし ETF 以外の公募投資信託を取り扱わない資産
運用会社を除く） 

 
 
 



  
 

【評価方法】 
本調査では、以下の 6 つの視点（カテゴリ）から設定された 234 の調査項目をもとに当社
のアナリストが評価を行います。 
カテゴリ名称 評価内容 
ウェブサイトの使いやすさ ウェブサイト全体のユーザビリティを評価するカテゴリ

です。わかりやすいナビゲーション、情報の見つけやす
さや各コンテンツの見やすさ・使いやすさを評価しま
す。スマートフォンについても評価の対象となります。 

デザインとアクセシビリティ 
 

テキストリンクや文字サイズ、色彩のコントラスト等、
デザインやウェブアクセシビリティ基準への対応状況等
を評価します。スマートフォンについても評価の対象と
なります。 

ファンド情報 投資信託に関する個別情報や関連するデータやレポート
の掲載や、こうした情報の見やすさと使いやすさを評価
するカテゴリです。投資信託の検索や絞り込み機能も評
価の対象となります。 

安定性と信頼感 
 

基礎的な会社情報、運用体制、各種メッセージ、プロダ
クトガバナンス、議決権行使や企業との対話に対する考
え方や実績といった投資運用会社としての在り方や実績
に関する情報発信の状況を評価します。 

機能性・先進性 
 

マーケット情報、教育系コンテンツ、マイページ機能や
基準価額等のお知らせメール配信、動画による情報発
信、ソーシャルメディア対応、新 NISA 等の最新動向や
制度解説、シミュレーションツールの提供等を評価しま
す。 

テクニカル評価 PC、スマートフォンそれぞれのウェブサイトの表示速度
や稼働率といったサイトパフォーマンスに加え、テクニ
カルSEOについても評価します。AIO（AI検索最適化）
に関する評価項目も含みます。 

 
【BBSec について】 
BBSecは、2000年創業のトータルセキュリティ・サービスプロバイダーです。現状の可視
化や診断から事故発生時の対応、24時間/365日体制での運用まで、フルラインアップのサ
ービスを提供しています。高い技術力と豊富な経験、幅広い情報収集力を生かし、「サプラ
イチェーンを狙った攻撃」「社会インフラを狙った攻撃」「AI 時代のセキュリティ」を解決
すべき社会課題ととらえ、より多くのお客様を悪意ある攻撃者から守ることで、「便利で安
全なネットワーク社会を創造する」というビジョンを実現します。 
 



  
 

【本リリースに関するお問い合わせ】 
株式会社ブロードバンドセキュリティ 経営企画部 
TEL：03-5338-7430 E-mail：press@bbsec.co.jp 
 
【本サービスに関するお問い合わせ】 
株式会社ブロードバンドセキュリティ ゴメスコンサルティング本部 
TEL：03-5338-7436 E-mail：gomez@bbsec.co.jp 
 

以上 


